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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和７年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 

 

課題と解決方策 

・教育理念 

 本校は学校法人愛国学園の創立目的

である建学精神の下、「親切正直」を校

訓とし、職業人として必要な知識・技

術を有し、もって地域社会に貢献でき

る人材の育成を目指す。 

 

・教育目標 

 １ 「親切正直」を基盤に、人びと

を尊重し調和のとれた豊かな人

間性を養う。 

 ２ 健康と生活の質の向上に取り組

む能力を養う。 

 ３ 専門職として基本的な知識・技

術・態度を育み、連携協働でき

る能力を養う。 

 ４ 広い視野で社会のニーズを捉

え、生涯を通じて自己の資質の

向上に努める姿勢を養う。  

５ 深い学びとなるアクティブ・ラ

ーニングを取り入れ学ぼうとす

る姿勢を養うことに重点を置

く。 

1 教育、研究における事項 

（1）幼児教育科 

・学生の学びの意欲、柔軟な思考を

持って自ら考え実行するための

資質や能力を育成する。 

・教育実践ゼミの充実を図り、幼児

の豊かな活動を引き出させるよ

うな人間性を育むと同時に保育

者としての資質能力の向上を図

る。 

・実習事前事後指導授業の内容を充

実させ、実習に対する不安を軽減

させる。 

・実習記録や指導案の作成に向け

て、具体的事実や考察内容等、ど

のように書けばよいか個別指導

の充実を図る。 

・就職試験や採用後直ちに必要とさ

れるピアノの実践力を高めるた

めの個別指導を更に充実させる。 

・教職課程、認定基準に合致した授

業を展開し、教育の充実を図ると

ともに学生個々の履修ファイル

を作成する。 

 

1 について 

 計画に従い、順調に実施中 

・自分の意見や考えを主体的に述べら

れるように、授業の中でプレゼンをし

たり、演習をしたりする機会を出来る

だけ設け積極的に参加できるように

している。 

・各実習先の実習担当者と適時適切な

意見交換を行い、意思疎通を図ったこ

とにより、全体的に順調に実習を実施

できている。 

・入学前のピアノの個人進度を把握し

た上でピアノの実践力を高められる

ように 1 人 1 台のピアノ（キーボー

ド含む）で個人のレベルに沿った授業

を進めている。 

・教職課程、認定基準に合致した授業

を展開していくため、デジタル化等の

教育環境の充実を図り提供できるよ

うにしている。 

 

1－（1）について 

 紀要（年１回発行）への投稿、所属

学会においての研究発表。 

 

1－(2)について 

 介護福祉士専攻科については、募集

停止中であるが、募集再開を期するこ

ととしている。 

 
最終更新日付  2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和７年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 

 

課題と解決方策 

 ・子育て支援に必要な専門的能力や

実践研究能力の向上を図る。 

 

 

 

（2）介護福祉士専攻科 

・平成 27 年度から学生募集を停止

している。 

 

2 学生の募集活動に関する計画 

（1）幼児教育科 

・4 月以降に内部高校生を対象に学

校見学を開催する。 

・オープンキャンパス、学校訪問の

回数・対象校を拡大する。 

 

・首都圏保育専門学校フェアに参加

し、学生募集活動を推進するとと

もに学校の知名度を上げる。 

・28 年度からスタートした外部

WEB 等を利用した学生募集の充

実を図る。 

・学生募集に資するため、ホームペ

ージの充実を図る。 

・広告業者主催による外部高校にお

いての上級学校説明会に積極的

に参加し学生募集に力を入れる。 

 

 

・保育現場における子育て支援の実際

を学生が体験できるように地域の子

育て支援センター的な役割（地域の専

門性を活かした子育て家族の相談機

関）を身につけられるようにした。 

 

 

 

 

2 について 

 

・内部高校向けには実施又は準備中 

 

・オープンキャンパスは、年 15 回（6､

7,8 月は 2 回）の実施を予定してい

る。学校訪問は、卒業生や在校生の

出身校、職業教育に力を入れている

学校を中心に繰り返し訪問して関

係を深める努力をした。 

・首都圏保育専門学校フェアは、コロ

ナ感染症対応を徹底し、実施又は準

備中 

・資料請求は例年通りの請求があっ

た。 

・ホームページ新着情報の充実を努め

ている。 

・広告業者主催による外部高校におい

ての上級学校説明会も例年通り実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－(1)について 

 特に学生募集について、定員の確保

に向けた募集活動の強化。 

・オープンキャンパスは、他校の事例

を参考にして、学生主体に運営でき

るような内容を実施している。 

・AO入試は、7 年度（8 年度募集分）

から、実施期間を従前の 9 月末まで

から翌 3 月までと延長する。また、

社会人入試についても、一般入試と

分けて実施することとする。 

・ホームページやインスタグラムは、

高校生のニーズに合うような魅力

ある内容にして、情報発信の強化に

努めている。 

 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和７年度重点目標 

 

年度重点目標 

重点目標・計画の達成状況 

 

課題と解決方策 

 ・大卒、短大卒受験者に対応するた

め、履修単位の認定を検討する。 

 

（2）介護福祉士専攻科 

・学生募集停止中 

 

3 その他 

（1）研修旅行の開催（幼児教育科・ 

  5 月） 

親睦を深めると共に 1、2 学年の

交流を通して保育者としての学

びの不安や悩みを解消する。 

保育者になる為に、学生時代に

どのような喜びか必要なのかを

理解する 

（2）講師会議の開催（7 年 3 月予

定）教育方針、教育運営の重点事

項の周知徹底を図る。 

（3）同窓会の開催（幼児教育科・

10 月）卒業生の社会的な活躍及

び評価の把握を推進し親睦を図

る。 

（4）地域活動として子育て応援新

聞を発行するなど、地域と連携し

協働しながら具対的な支援への

理解を進める。 

 

 

・検討中 

 

 

 

 

 

3 について 

(1) 昨年に引き続き一泊を伴った研

修旅行は実施しなかったが、保育

者に就くことを前提とした校内

研修を 4 月 10 日（木）に「すみ

だ水族館」「本所防災館」で実施

した。 

 

 

(2) 計画中 

 

 

(3) 今年度は 10 月 25 日（土）「OG

キャンパス」として同窓会を開催

予定である。 

 

(4) 10月から 11月にかけて子育て応

援新聞を発行する予定。また 11

月には江戸川区主催の子育てフ

ェスタにブース参加の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

3－(1)について 

1、2 学年の交流を通して保育者と

しての不安や悩みを共有する機会

を設けたい。 

 

 

 

 

3－(2)について 

 各講師宛に講師会議用資料送付 

 

 

 

 

 

 

3－(4)について 

 子育て応援新聞は、地域の保育園、

保育コースのある附属内部高校、地

域の子育て家族に配布中 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

・本校の教育理念・目的・育成人材像については、具体的に簡潔に示してお

り、学生・教職員に周知徹底されている。学外にも学校案内、ホームペー

ジに記載して公表しており、分かりやすく、学校に対する信頼性の向上に

寄与している。 

・本校は、昭和 44 年に保母（現在は保育士）の養成機関として設立され、昭

和 46 年からは幼稚園教員養成機関の指定を受けた。さらに、時代の要請に

応えるべく、平成 14 年に介護福祉士専攻科を設置したが、同科については

平成 27 年度から学生募集を停止している。 

・本校のみならず私立校にとっての最も重要な課題である入学定員の確保に

ついては、出前授業、体験授業、オープンキャンパスの実施(学生によるオ

ープンキャンパス広報委員の採用)、各種説明会の開催等に教職員全体で取

り組んでいる。 

本校の教育理念 

 ・親切正直 

 ・女子の職業教育 

介護福祉士専攻科 

 ・学生募集停止中 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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1-1 （1/2） 

1-1 理念・目的・育成人材像 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-1-1 理念・目的・育成

人材像は、定められて

いるか 

教育理念・目的を明確に定

め、職業人としての保育士・幼

稚園教諭及び介護福祉士を養

成することとしている。 

理念・目的は学則に明記し、

学生便覧として配布し、また、

育成人材像とともに学校案

内・ホームページに記してい

る。 

平成 27 年度から介護福祉士

専攻科の学生募集を一時停止

している。 

・学則 

・学生便覧 

・学校案内 

・ホームページ 

1-1-2 育成人材像は専

門分野に関連する業界

等の人材ニーズに適合

しているか 

 改正したカリキュラムに沿

って授業を展開し保育者とし

ての現代社会が求める職業人

の育成の実現を図ることとし

ている。 

保育者に対する社会の動向

を把握し、カリキュラム編成会

議及び全ての非常勤講師を含

む講師会議で理念等の実現の

方策を検討している。また、平

成 14年には介護福祉士専攻科

を設立した。 

認定こども園の特徴や動き

に注視し、引き続き保育教諭に

求められる資質・能力の向上を

図ると共に社会人としての基

礎力(コミュニケーション能力

や主体性)を高める。 

 

1-1-3 理念等の達成に

向け特色ある教育活動

に取組んでいるか 

学校の特色として人間性豊

かで専門職として基本的な技

術を備えた保育士、幼稚園教諭

及び介護福祉士を養成するこ

ととしている。 

教育理念である「親切正直」

の下、充実したシラバスを策定

し、教員の日々の教育活動に生

かしている。 

平成 27 年度から介護福祉士

専攻科の学生募集を一時停止

している。 

 

1-1-4 社会のニーズ等

を踏まえた将来構想を

抱いているか 

 入学定員を確保し、毎年度充

実した授業を実施し、社会のニ

ーズに適合した優良な職業人

を輩出させるため、中期的な計

画を策定する必要がある。 

少子化の影響で中期的な構

想がたてにくい中で、学生募集

に努めている。 

入学定員の確保に向けて一

層の努力が必要である。 
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1-1 （2/2） 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 理念・目的・育成人材像といった教育に必要な抽象的概念を明確に定め、

分かりやすい言葉で内外に対し周知を図っており、専門学校等評価基準を満

たしている。また、この概念を常にカリキュラム等に具体的に展開し、より

充実を図ることに努めている。 

 本校の特色は人間性豊かで専門職として基本的な知識と技術を備えた保育

士、幼稚園教諭及び介護福祉士を養成することである。 

 少子化の影響で中期的な見通しが立てにくい状況ではあるが、入学定員の

確保に努めている。 

 本校の基本的な教育理念である「親切正直」と「女子の職業教育」は、本

校の運営母体である学校法人が昭和 13 年に設立されて以来、一貫して堅持さ

れており、本校に学ぶ学生、本校に奉職する教職員にとって、これらの教育

理念は最も誇りに感じているものである。 

 卒業生はそれぞれの就職先において、音楽教育や児童文化に精通し、明る

く素直で礼儀正しく真面目で、向上心も高いという評価を受けている。 

 介護福祉士専攻科の学生募集は一時停止している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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基準２ 学校運営 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営は、おおむね適正に運営されている。 

・学校運営に関する諸規定は整備されている。 

・毎年度事業計画を定め、PDCA サイクルに基づき適切に運営されている。 

・学校の運営は法人の統制の下、組織的に行われている。 

・人事考課・給与制度を整備しており、教員の確保・資質の向上を図ってい

る。 

・学校の意思決定システムは明確に確立されている。 

・情報システム化などによる業務の効率化は概ね図られている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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2-2 （1/1） 

2-2 運営方針 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-2-1 理念等に沿った

運営方針を定めている

か 

教育理念・目的を体現すべ

く、理事会や学校長等の協議決

定により、適切な運営に努める

こととしている。 

運営方針を定型的な文書と

して定めたものはないが、運

営に関する方針は職員会議

等を通じて適時的確に教職

員に伝達している。また、学

則の細則、各種委員会規程等

の諸規定を整備し、教職員へ

の徹底を図っている。 

運営方針の明文化に努める。 ・職員会議議事録等 

・規程集 

・各種委員会編成表及び会議 

議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 運営方針を定型的な文書としては定めていないが、理事長や学校長等の協

議決定による運営方針や学則の細則などの変更については、職員会議等の場

を通じて適時的確に教職員に伝えられている。また、各種諸規定は整備され

ている。 

特になし 

 

 

最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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2-3 （1/1） 

2-3 事業計画 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-3-1 理念等を達成す

るための事業計画を定

めているか 

毎年度、事業計画を定め、適

切な PDCA サイクルの実現を

図ることとしている。 

毎年度の事業計画において

作成した計画を、事業報告にお

いて評価するなどして適切な

フォローアップを図るととも

に、中長期的な取組のために中

期計画を作成した。 

今後、中期計画と事業計画の

すり合わせを行う必要がある。 

・毎年度の「事業計画・事業報

告」 

・組織図 

・職務分掌表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 事業計画が作成され、組織図、職務分掌表も作成されており、事業計画に

沿って PDCA サイクルの下、適切に学校運営が行われている。課題として、

中期計画と事業計画の整合性を図る必要がある。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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2-4 （1/1） 

2-4 運営組織 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-4-1 設置法人の組織

運営を適切に行ってい

るか 

効率的な運営のため迅速かつ

的確な意思決定の実現を図る

こととしている。 

意思決定機関としての理事

会等が適正に機能している。 

特になし ・理事会議事録 

2-4-2 学校運営のため

の組織を整備している

か 

内部統制が的確に機能するよ

う、業務範囲、責任分担を明確

に定めることとしている。 

運営組織図等において、業務

範囲・責任分担が明確にされて

いる。 

特になし ・運営組織図 

・職務分掌表 

・職員会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 私立学校法に基づき、理事会・評議員会は適正に機能している。運営組織

図は内部統制が的確に機能するよう明確に定められている。また、業務範囲

と責任分担は明確にされている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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2-5 （1/1） 

2-5 人事・給与制度 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-5-1 人事・給与に関す

る制度を整備している

か 

良質な教育環境を提供するた

め教員の確保・資質の向上を図

ることとしている。 

就業規則、給与規程等を整備

している。また、年 2 回の人

事考課で教職員の評価を行い、

昇進・昇給に適切に反映させて

いる。 

良質な教員の確保・資質向上

のため、教員の処遇向上ととも

に研修、研究体制の整備に更に

務める必要がある。 

・教員研修計画 

・教員採用記録 

・教員調書 

・人事考課表 

・給与規程 

・就業規則 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 人事考課制度は整備され、また、採用制度・給与制度は整備されている。  

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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2-6 （1/1） 

2-6 意思決定システム 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-6-1 意思決定システ

ムを整備しているか 

学校内外の様々な事態に適切

に対処するため、意思決定にお

ける権限・役割を明確にし、迅

速な意思決定を図ることとし

ている。 

制度化された理事会、評議員

会及び職員会議等で適切に意

思決定が行われている。 

意思決定の範囲やプロセス

については寄付行為や就業規

則に明確に定められている。 

また、固定資産および物品調

達に係る意思決定は、それぞれ

の規程に明確に定められてい

る。 

特になし ・寄付行為 

・就業規則 

・組織規程 

・経理規程 

・固定資産及び物品調達規程 

・固定資産及び物品管理規定 

・旅費規程 

・職員会議議事録 

・起案文書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 意思決定システムについては明確に確立されており、その階層・権限等も

明確である。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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2-7 （1/1） 

2-7 情報システム 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-1 情報システム化

に取組み、業務の効率

化を図っているか 

情報システム化等により業務

の効率化を図る必要がある。 

市販の教務システムを導入

すれば、分散しているシステム

が統合でき、さらに効率化する

のであるが、費用を考慮すると

当面、現行のシステムの改修で

業務を遂行していく。 

現行のシステムの改修を図っ

ていく。 

特になし 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 業務運営に必要な情報システムは概ね図られている。 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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基準３ 教育活動 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育活動は概ね適正に運営されている。 

・学科の教育課程は、資格及び幼稚園教員免許の取得及び業界の人材ニーズ

に適合して正しく定められている。 

・学科の教育目標・育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、資格・

免許及び業界の人材ニーズレベルとして、また修業年限を考慮して、到達

することが可能なレベルを、明確に定めている。 

・学科の教育課程は教育目的・目標達成に向け体系的に編成されており、外

部の意見を適切に反映している。 

・キャリア教育に本格的に取り組んでいる。 

・授業評価の実施評価体制は整っている。 

・成績評価、修了認定の基準は明確になっている。 

・資格取得のための卒業までの指導体制は整っている。 

・資格要件を備えた教員を確保している。また、教員の能力開発の為の研修

等に参加し資質向上に取り組んでおり、教員の組織体制も整備している。 

・ICT の教育環境(オンライン等)について実施出来るように体制を整備する

ようにしていく。 

 

 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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3-8 （1/2） 

3-8 目標の設定 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

保育士資格及び幼稚園教員免

許の取得が学科の最大の目標

であるが、業界の人材ニーズを

常に把握し、教育目標や育成人

材像に反映させる教育課程を

編成することとしている。 

保育士資格及び幼稚園教員

免許の取得に合致した改正教

育課程を新たに編成し、それに

即した教育活動を実践してい

ると共に業界のニーズに適合

する保育者を養成するよう努

めている。 

 ・学則 

・シラバス 

・学校案内 

・学生便覧 

3-8-2 学科毎に修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

修業年限以内で国家資格及び

業界で必要とされるレベルを

到達目標とする。 

シラバス及び幼児教育科実

習要項に修業年限を考慮して

寛元の授業に関しての到達目

標や時間の確保は明確にし、学

校案内等により公知されてい

る。 

 ・シラバス 

・幼児科実習要項 

・学生便覧 

・学校案内 

・学生に求められる社会人と 

しての資質 
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3-8 （2/2） 

 

中項目総括  

 各学科の教育課程は、保育士資格及び幼稚園教員免許の取得及び業界の人

材ニーズに適合して正しく定められている。業界の人材ニーズに向けて正し

く方向付けられている。 

 各学科の教育目標等を構成する知識、技術、人間性等は国家資格及び業界

の人材ニーズレベル等に到達することを目標として、明確に定められている。 

また、学校関係者評価委員会において意見の聴取や検討を行い反映している。 

今後は ICT の教育環境の改善により一層図り、学生が ICT の特性や使用方法

を理解し活用できるように努める。 

 本校の卒業生は、就職先において専門知識や技術に精通し、明るく元気で

礼儀正しく真面目で人材ニーズに良く合致しているという高い評価を受けて

いる。 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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3-9 （1/2） 

3-9 教育方法・評価等 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

教育目的・目標達成に向けた

教育課程を十分な内容で体系

的に編成することとしている。 

新たに改正した教育課程は、

教育目的・目標達成に向け必要

な時間数、授業形態等を勘案し

た十分な内容となっており、か

つ体系的に編成されている。 

特になし ・シラバス 

・学生便覧 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

教育課程について、業界関係

者や卒業生の意見を聴取する

ことは必要なことと認識して

いる。 

教育実習、保育実習等の巡回

を通じて得られる外部の意見

を適切に反映している。また、

卒業生や実習終了後の学生か

らアンケートを取って、その意

見を反映させている。 

特になし ・学則 

・学校案内 

・シラバス 

・実習要項及び実習の手引き 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

職業人になるという自覚、態

度を涵養し、コミュニケーショ

ンや問題解決などの能力を育

成することは専門学校に求め

られていると認識している。 

外部の幼稚園等での実習と

合わせ、問題解決能力を育成す

るために、独立した科目として

ゼミナール形式の授業を導入

している。資格取得への意識付

けを図り、個々の学生の状態を

把握した上で対応している。 

特になし ・就職指導の授業 

・学生便覧 

・シラバス 

・実習要項及び実習の手引き 

・学生に求められる社会人と 

しての資質 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

授業評価は教育システムの確

立、見直し、また教員の資質向

上のために有用なものと認識

している。 

学生に対し、記名又は無記名

で授業評価アンケート等を実

施している。また、毎年、講師

会議を開催するとともに、シラ

バスやコマシラバスを検討し

把握・評価している。 

特になし ・授業評価アンケート 

・シラバス 

・コマシラバス 
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3-9 （2/2） 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 教育課程は教育目的・目標達成に向けた十分な内容でかつ体系的に編成さ

れおり、外部の意見も適切に反映されている。 

 外部施設での実習と合わせ、ゼミナール形式の授業を行うなどのキャリア

教育を実施している。 

 学生による授業評価を実施している。また、授業内容等について把握・評

価する体制も、概ね整っている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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3-10 （1/1） 

3-10 成績評価・単位認定等 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 そのエ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

明確に定められた評価基準に

したがって、成績を適正に評価

し、卒業認定を行うべきであ

る。 

成績評価、卒業認定の基準は

学則に明記されている。また、

評価・認定に当たっては、内部

規定に基づき適正に行ってい

る。 

成績に反映する教科担当教

員のスキルアップ（評価項目、

評価指標の考え方等について

の理解）を図るために教員研修

を実施し、その適切性の強化に

より一層努める。 

・学則 

・学籍簿 

・成績判定規則 

・進級会議資料 

・卒業認定会議資料 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

保育士資格及び幼稚園教員免

許の取得を目的とする本校の

特質に鑑み、特に外部のコンテ

スト等への参加を推奨するも

のではない。 

学内での発表、実習における

技術成果については、学生毎に

明確に把握している。外部のコ

ンテスト等で評価された事例

は、これまでのところ特にな

い。 

特になし ・学籍簿 

・実習ノート 

・実習巡回記録 

・実習報告書 

・実習後の自己評価表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 成績評価・修了認定の基準は明確になっている。また、評価・認定に当た

っては教員の共通理解を図り、内部規定に基づき適正に行っている。学生の

学内での発表、実習における技術成果については学生毎に明確に把握してい

る。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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3-11 （1/1） 

3-11 資格・免許の取得の指導体制 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

保育士及び幼稚園教諭（2 種）

免許を取得するための専門学

校として、教育課程上で明確に

位置付ける必要がある。 

学則、学生便覧、シラバス及

び学校案内に明記されている。 

特になし ・学則 

・学生便覧 

・学校案内 

・ホームページ 

・シラバス 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

教育課程は卒業即ち国家資格

の取得を目的とするものでな

ければならない。 

卒業までの指導体制が確立

されている。 

特になし ・学則 

・学生便覧 

・学籍簿 

・シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 保育士及び幼稚園教諭（2 種）免許を取得するための専門学校として、目

標とする資格・免許は、教育課程上で明確に定められており、卒業までの指

導体制が確立されている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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3-12 （1/2） 

3-12 教員・教員組織 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

専門学校の教員に求められる

専門性、人間性、教授力、必要

資格等の要件を備えた教員を

確保することとしている。 

専任教員、非常勤講師とも、

教員として求められている要

件を備えた教員を確保してい

る。 

特になし ・教員に関する調書 

・職員業務分担表 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員の専門性及びその鮮度を

確保すること、また、研究・研

修の重要性を認識している。 

専門領域、業界についての研

修会に参加するなどして、教授

力の向上及び専門性の陳腐化

を防止している。 

また、研究・研修については、

主に学外における学会、研究会

等に参加し、発表を行ったり、

専門雑誌への論文寄稿を奨励

するとともに、本校の研究紀要

への投稿を行わせたり、他の保

育者養成機関等の教員と共同

研究し、授業で使用する教科書

（資料）を作成したりしてい

る。さらに、学内研修として、

教授力を向上させるために各

授業の実施状況を把握し、検討

会を開いて個々の改善点を明

確にし伝達している。 

研修制度（研究計画・学内研

修会・学会における研究発表・

研究費支給・研究室・研究日・

研修休暇等）の更なる充実を図

る。 

・教員に関する調書 

・授業評価報告書 

・学会、セミナー、研修等の 

参加報告書 

・紀要 

・教科書 
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3-12 （2/2） 

 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

教員組織の体制化及び教職員

相互間の協業が重要であると

認識している。 

校内業務分担を明確に定め

ている。また、各種委員会規則

を定め、教務の組織化を図って

いる。さらに、教員によるミー

ティングを毎日開催するほか、

各授業担当者による「講師会

議」を実施するなどして協業体

制を確保している。 

教職員組織の活動をより活性

化させるための見直しを行い、

より充実した組織として活性

化を図っている。また、教職員

に対しては、常に工夫、改善の

意識を持って行動するよう指

導している。 

・業務分担表 

・講師会議報告書 

・委員会規則などの内部規則 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 資格・要件を備えた教員を確保している。学内での教員に対する研修、勉

強会等を行うとともに、学会、研究会等への参加、発表や論文の作成寄稿を

奨励したり、研究紀要を発行したりするなどして、専門性、教授力等の教員

の資質向上を図っている。また、教員組織の体制化を図っている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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基準４ 学修成果 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の就職率は 100％となっている。また、卒業生の資格・免許の取得率は

100％である。 

卒業生の就職先における評価は極めて高い状況である。 

・幼児教育科を卒業した学生は、すべて保育士及び幼稚園教諭（２種）の資

格・免許を取得する。 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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4-13 （1/1） 

4-13 就職率 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職情報を明確に把握し、適

切な対策を講じることが必要

である。 

卒業生は保育士資格及び幼

稚園教員免許を取得し、直ちに

職業人として社会に貢献する

ことができることから、幼児教

育科の就職率は、100％となっ

ている。キャリア教育の時間を

設けたり、就職活動報告書を学

生に書かせたりするなどして、

常に教員が学生の活動状況を

把握している。また、卒業生に

よる就職体験等を聞く機会を

設けている。 

特になし ・進路調査票 

・就職先一覧 

・就職内定率データ 

・就職試験報告書 

・求人票 

・採用試験対策本 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の就職率は 100％となっている。また、就職成果とその推移に関す

る情報を明確に把握している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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4-14 （1/1） 

4-14 資格・免許の取得率 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

卒業生には国家資格・免許が

授与されることとなっている。 

卒業生は全員、国家資格・免

許を取得している。 

特になし ・保育士登録申請者リスト 

・教育職員免許大学一括申請 

授与リスト 

・学則及び細則 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 卒業生は全員、国家資格・免許を取得している。 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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4-15 （1/1） 

4-15 卒業生の社会的評価 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業生に対する評価は、その

まま学校としての評価に直結

するものであると認識してい

る。また、卒業生の活動を把握

し、紹介することは、学校、学

生にとって有用であると認識

している。 

卒業生に対する評価は学校

に対する評価、即ち求人状況に

反映されると思料され、ここ数

年の求人件数、求人率ともに高

い水準で推移している。 

卒業後にアンケートの収集

を行うなどして、学生の活動の

把握に努めている。卒業生は研

修会で発表するなどして高い

評価を受けていることを把握

している。 

専門学校を紹介する雑誌に

卒業生の活躍事例を掲載させ

たり、学校案内に卒業生のメッ

セージを掲載したりしている。 

 

アンケートの中で卒業生の

就職満足度について問うた結

果、転職したい人が半数近くい

た。理由として人間関係のつま

ずきが上位に上がっていた。ま

た、以前はあまり見られなかっ

た体調不良が上げられるよう

になったことも注視すべきで

はないかと思われた。 

これらのことから求められ

る資質として「コミュニケーシ

ョン能力」などの育成が保育者

養成校としてますます望まれ

ることを確認したので、実習指

導の授業の一部をアクティブ

ラーニングの視点から考え、実

施することに努める。 

・年度毎求人状況資料 

・卒業後アンケート 

・実習巡回記録 

・学校案内 

・専門学校紹介誌 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 卒業生の社会的評価の把握に努めている中、多くの学生が保育者として社

会人として肯定的な評価を得ている。求人状況は高水準で推移している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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基準５ 学生支援 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生支援の体制は概ね整備されており、有効に機能している。 

・就職・進学指導のため、就職担当の教員を指定して就職指導を行う体制を

整備している。就職・進学指導の授業を設置するほか、就職に関する説明

会、個別相談、具体的指導等を随時行っている。就職率は 100％となって

いる。 

・学生との面談を積極的に行うなどして退学率の低減に努めている。 

・学生相談室を設置し、学生からの様々な相談に応じている。 

・外国人留学生はいない。 

・学生への奨学金相談、学費の減免・分納等の経済的支援体制を整備してい

る。 

・学生の健康管理を担う体制は整っている。 

・課外活動として、障害者施設などへのボランティア活動を支援しているが、

いまだ各種の感染症の恐れなどのため、施設からのボランティア中止等の

連絡が入ったりすることなどから積極的な支援を控えている。 

・法人設立の学生寮を利用できる。 

・保護者とは適時適切に連携し、必要に応じ面談も実施している。 

・同窓会を組織するほか、卒後ゼミ等、卒業生への支援体制を整備している。 

・産学連携の実現に努めている。 

・新卒者・社会人入学者への入学相談、進路相談等の強化を図り適切に実施

している。 

・学校行事など(記念祭、学園祭、OC)などは、学生が主体となって企画運営

出来るように支援し、行動力、協調性などを高めるようにしている。 

・ホームページの充実を促進し、学校の PR を積極的に発信する。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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5-16 （1/1） 

5-16 就職等進路 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

学生一人一人に対し、きめ細

かい就職指導を行えるよう体

制を整備することが必要であ

ると認識している。 

小規模校であることから就

職部や就職相談室は設置せず、

就職担当教員を指定し、また授

業として 1 コマ設定するなど

して就職指導を行う体制を整

備している。また、就職に関す

る説明会としてオリエンテー

ションやキャリアガイダンス

及び個別相談等を随時実施し

ている。その結果、就職希望者

は 100％就職している。 

さらに、外部エリア毎の就職

相談会や求人フェア等への参

加も勧めている。 

特になし ・運営組織図 

・職務分掌表 

・オリエンテーション予定表 

・キャリアガイダンスに関す 

る資料 

・近圏エリア内就職フェア参 

加案内パンフレット 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生数の少ない学校であることから、就職・進学指導の相談室などは設け

ずに就職担当の教員を指定し、また授業として 1 コマ設定するなどしている。

説明会、キャリアガイダンス等及び個別相談は随時実施するなどしている。

その結果、就職希望者は 100％就職している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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5-17 （1/1） 

5-17 中途退学への対応 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

学校として可能な限り入学者

全員を卒業させるべく努力す

ることとし、そのために学生に

対する相談体制を今迄以上に

全職員で連携を図る必要があ

る。 

担任と学生、校長・担任と学

生及び保護者との面談、事務長

と保護者との面談、学生相談室

の利用等を積極的に行い、学習

上、経済上の問題の解決を図る

などの支援体制を強化し、退学

者の低減に努めている。 

今後も退学者が少なくなる

よう学校全体及び保護者との

連携を密にして早めの対策を

図る。 

・入退学者及び休学者推移記録 

・面談記録 

・職員会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生・保護者との面談等を積極的に行うなど、可能な限りの支援体制を強

化し退学者の低減に努めている。 

一人の学生に対して全教職員という多様な立場からの支援体制で臨んでい

る。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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5-18 （1/1） 

5-18 学生相談 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

学生が抱える諸問題の解決に

向けた学生相談体制の必要性

を認識している。 

クラス担任制をとるなど、学

生から個別の相談に応じられ

るよう学生相談室を設置して

いる。また、個々の学生のニー

ズや状況を把握し、校長や事務

長がいつでも個別の相談に気

軽に応じられるように体制を

組み様々な相談に応じている。 

特になし ・運営相談図 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

必要に応じ整備することとす

る。 

これまでに留学生が在籍し

たことはない。 

特になし 特になし 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 クラス担任制の下、学生相談室を設置し、担任教員や学生対応のアドバイ

ザー（校長）及び事務長等が個別の相談に応じる体制を整備している。また、

ニーズによってはその都度臨床心理士に依頼できるラインは確保している。 

 これまでに留学生が在籍したことはない。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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5-19 （1/1） 

5-19 学生生活 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-19-1 学生の経済的側

面に対する支援体制を

整備しているか 

学生を経済的に支援するため

奨学金制度、学費の減免、分納

制度が必要であると認識して

いる。 

学生が日本学生支援機構の

奨学金、保育士修学資金、さら

に東京都育英資金等を利用す

る環境を整えている。 

また、国の修学支援制度の対

象校であることから、支援対象

の学生には授業料の減免等の

手続きを実施している。 

なお、本学園独自の奨学金制

度がある。 

特になし ・各種奨学金案内 

・採用実績資料 

・学則（分納制度） 

・入学金減免規程 

・学園独自奨学金規程 

5-19-2 学生の健康管理

を行う体制を整備して

いるか 

学生の心と体の健康管理を支

援する制度が必要であると認

識している。 

毎年度定期的に健康診断を

実施している。 

学生の健康管理に専任教員

が常に留意している。 

保健室の担当教員が不在の

ため補充に努めている。 

・健康診断スケジュール 

・人事記録 

・健康チェック個人票 

5-19-3 学生寮の設置な

どの生活環境支援体制

を整備しているか 

遠隔地出身者のため、学生寮

の提供は必要なことと認識し

ている。 

法人設立の学生寮（月下寮）

を利用できる。 

特になし ・月下寮案内 

5-19-4 課外活動に対す

る支援体制を整備して

いるか 

教育の一環として地域社会、

保育園等におけるボランティ

ア活動をあっ旋することとし

ている。 

クラブ活動は行っていない

が、障害者施設・保育園等への

ボランティア活動を支援して

おり、高い評価を受けている。 

新型コロナ以降、施設からの

ボランティア依頼中止等の連

絡が入ったりすることなどか

ら、積極的な支援は控えてい

る。 

・ボランティア活動予定表 

・同報告書 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生を経済的に支援するため、学費の減免、分納制度及び奨学金制度の利用

環境が整備されており、有効に機能している。 

 毎年定期的に健康診断を実施している。学生の健康管理に常に留意してい

る。また、法人設立の学生寮（月下寮）を利用できる。 

 教育の一環として、障害者施設、保育園等へのボランティア活動を支援して

いるが、いまだ、施設からのボランティア依頼中止の連絡が入ったりすること

などから、積極的な支援は行っていない。 

 保育士・幼稚園教諭の資格・免許取得を目的とする学校なので、授業時

間数が多く、課外活動の時間は確保しにくい。 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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5-20 （1/1） 

5-20 保護者との連携 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-1 保護者との連携

体制を構築しているか 

学業の継続、生活指導の面で

必要に応じ保護者との適切な

連携を確保することが重要で

ある。 

学生の保護者の住所、電話番

号、緊急連絡先を把握してい

る。また、保護者との連絡及び

面接については地道な連携を

図り学生指導を実施し、適宜記

録に残している。 

特になし ・学生、保護者の住所等一覧 

・連絡メモ 

・面接ノート 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 保護者とは適時適切に連携し、必要に応じて面接も実施している。 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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5-21 （1/1） 

5-21 卒業生・社会人 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

卒業生に対する適切なフォロ

ーアップは学校に対する信頼

感を向上させ、ひいては学校の

評価を高めると考える。 

卒業生に対するフォローア

ップは必要に応じ実施してい

る。また、同窓会を組織し、そ

の規約、名簿、開催記録を作成

保有している。 

同窓会活動を更に充実させ

るよう努める。 

 

・卒業生のフォローアップを定

期的に実施する。 

・同窓会規約 

・同窓会名簿 

・同窓会案内及会計記録 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

学会、研究会活動において、

関連業界等と連携・協力を行う

ことは、重要であると認識して

いる。 

保育学会や保育所・幼稚園の

教員等との研究会や協議会等

に参加し、情報交換を行う等、

連携協力に努めている。 

卒業後の再教育プログラム

の開発が課題となる。 

・学会参加報告書 

・研究会等報告書 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

社会人経験者の入学は学生全

体の学習環境の向上に寄与す

るものである。 

社会人を対象として入学相

談を行うなど、応募者の増加に

努めている。また、進路相談に

おいても、就職先のあっ旋、確

保に配慮している。 

入学前の履修に関する単位

互換の認定について検討を行

う必要がある。 

・学籍簿 

・面接ノート 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 卒業生へのフォローアップは必要に応じ実施している。また、同窓会を定

期的に毎年開催しているが、更に充実したものとするよう努めている。 

 関連業界との研修会等に積極的に参加し産学連携に努めている。 

 社会人入学者への入学相談、進路相談等を適時適切に実施している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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基準６ 教育環境 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育環境は良く整備されている。 

・施設・設備・教育用具等は設置基準、関係法令等に適合し、教育上の必要

性に対応できるように整備されている。また適切なメンテナンス体制、更

新計画が整備されている。 

・学外実習について十分な教育及び支援体制を整備している。 

・防災に対する体制は整備されており、定期的に防災訓練を実施している。 

・図書室においては、子どものための児童文化財(絵本、紙芝居等)及び保育関

係専門書の補充に努めている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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6-22 （1/1） 

6-22 施設・設備等 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

学校の施設・設備・教育用具

等は、学生が快適に学習でき、

学科の目標を達成するに十分

なものでなければならない。 

学校の施設・設備・教育用具

等は設置基準や関係法令に適

合し、学科の目標を達成するに

適切かつ十分なものとなって

いる。 

適切なメンテナンス体制を

整備しており、施設・設備等は

いずれも有効に機能している。 

施設・設備等は更新計画を立

て、適期に更新されており、教

室、図書室、実習室、学生ホー

ル、学生寮等が適切に整備され

ている。 

特になし ・固定資産台帳 

・物品等管理簿 

・ビル衛生管理法等に基づく 

 管理簿 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 施設・設備等は、設置基準や関係法令に適合し、学科の目的を達成できる

よう適切かつ十分に整備されている。また、適切なメンテナンス体制・更新

計画が整備されている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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6-23 （1/1） 

6-23 学外実習、インターンシップ等 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

学外実習について外部の関係

機関と連携し、十分な教育体制

を整備する必要がある。また、

学外実習の実績を把握し、教育

効果を確認することが必要で

ある。 

保育所、幼稚園、保育以外の

児童福祉施設等の外部の関係

機関と十分連携して、学外実習

を実施し、その実績を的確に把

握し、教育効果や実習中の養成

校側の支援のあり方について

の検討会を開催している。 

インターンシップ制は、職業

とのミスマッチを軽減するた

めに注目すべき制度だが、本校

の実習が多い現状を踏まえる

と現状では実施しにくい。 

 

・実習施設一覧表 

・実習巡回報告書 

・実習委員会会議録 

・学生による実習報告書 

・実習園からの評価票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学外実習については、外部機関と十分に連携し行っている。また、その教

育効果についても十分確認している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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6-24 （1/1） 

6-24 防災・安全管理 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-24-1 防災に対する組

織体制を整備し、適切

に運用しているか 

学校は、防災責任者の指定、

防災避難訓練の実施など、防災

体制を整備し、適切に実施しな

ければならない。 

防災計画、マニュアル等を整

備し、防災避難訓練を定期的に

行っている。また、施設は耐震

性となっており、法令に基づい

た防災施設・設備の点検整備が

なされている。 

特になし ・学校防災組織表 

・避難訓練実施要綱 

6-24-2 学内における安

全管理体制を整備し、

適切に運用しているか  

学校の生命と学校財産を守る

ための安全管理体制の構築が

重要である。 

外からの加害者の侵入を防

止するため、出入口の制限を強

化し、夜間防犯セキュリティの

確保を整備している。 

学生の学内での事故の発生

を未然に防止するため、危険物

の管理点検の責任者を定め、適

切に行っている。 

実習担当者を指定し、学外実

習における安全管理に努めて

いる。 

特になし ・セコム委託契約 

・学校分担表 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 防災計画、マニュアル等を整備し、防災避難訓練を定期的に実施している。

学内外での事故発生を未然に防止するため、危険物の管理・点検及び実習時

等の安全管理に努めている。 

 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の募集と受入れは、適正に実施している。 

・学生募集活動は学校の事実を正確に伝えており、志望者等の立場に立った

分かりやすいものとなっている。 

・学生募集活動において、新たに高校訪問(OC 参加履歴や訪問校の特徹、特

色などを鑑み)の対象校を増やし訪問している。訪問を断られた場合は資料

等を郵送している。 

・AO入試を 2021 年度より実施している。 

・入学案内のパンフレットが高校生から見た時、保育士資格と幼免が同時に

取得できる情報提供と共に、楽しく魅力的な部分がアピール出来る内容に

していく。 

・入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき厳正に実施している。また、そ

の実績を正確に把握・記録し、授業に反映・活用している。 

・学納金は妥当なものとなっている。入学辞退者に対する授業料等の返還は

適正に取り扱われている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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7-25 （1/1） 

7-25 学生募集活動 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-25-1 高等学校等接続

する教育機関に対する

情報提供に取組んでい

るか 

学生募集においては、本校教

育の特質である保育士資格及

び幼稚園教員免許の取得、就職

率等の情報提供を行うことと

している。 

東京都及び近隣の県内の高

等学校に学校案内等を定期的

に送付したり、学校訪問を行っ

たり、ホームページ及び各種雑

誌に掲載したりして、情報提供

に努めている。また、オープン

キャンパス等において参加者

に説明する際に、情報を正確に

伝えている。 

特になし ・学校案内 

・ホームページ 

・各種雑誌 

・学校訪問日程表及び報告書 

・「首都圏保育専門学校フェ 

ア」パンフレット等 

7-25-2 学生募集活動を

適切かつ効果的に行っ

ているか 

募集広報は事実を正確に伝え

るもので、かつ、志望者等の立

場に立った分かりやすいもの

でなければならない。また、志

望者等からの問い合わせ、体験

入学等での質問や相談に対し、

適切な対応ができるよう体制

を整備する必要がある。 

学校案内、ホームページ、学

生募集要項において事実を正

確に伝えている。出願受付開始

時期は適切に守っている。 

学校案内等は資料請求者や

保護者からわかりやすいと評

価を得ている。 

問い合わせ・相談に対応する

教職員の体制がとられている。

また、在学生による学内生活案

内も随時行っている。 

引き続き、オープンキャンパ

ス、学校見学の参加者を増やす

とともに、学校訪問や「首都圏

保育専門学校フェア」に参加す

るなどの募集活動を行う。また 

SNS を通しての学校の魅力を

発信したい。 

 

・学校案内 

・ホームページ 

・学生募集要項 

・奨学金案内 

・オープンキャンパス日程表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生募集活動は学校の事実を正確に伝えており、また、志望者等の立場に

立った分かりやすいものとなっている。募集定員を満たすよう、引き続き各

種の募集活動を行っていくこととしている。 

 学生募集において、国家資格等取得実績や就職率等の情報を正確に伝えて

いる。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 



41 

 

7-26 （1/1） 

7-26 入学選考 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-26-1 入学選考基準を

明確化し、適切に運用

しているか 

入学選考は適正かつ公平な基

準に基づき、試験を実施するこ

ととしている。 

入学選考は、作文と面接によ

り厳正に実施している。 

特になし ・学生募集要項 

・学校案内 

・ホームページ 

・入学選考基準表 

7-26-2 入学選考に関す

る実績を把握し、授業

改善等に活用している

か 

入学選考に関する実績は正確

に把握・記録し、学生募集や学

科編成の資料にするなどの必

要がある。 

入学願書、身体検査書、推薦

書、卒業見込書、成績証明書等

の情報を正確に把握・記録して

いる。 

特になし ・入学願書受付簿 

・面接記録票 

・合格名簿 

・入学者名簿 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 入学選考は、適正、公平な基準に基づき厳正に実施している。また、その

実績を正確に把握・記録し、授業に反映・活用している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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7-27 （1/1） 

7-27 学納金 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-27-1 経費内容に対応

し、学納金を算定して

いるか 

学納金は経費内容に対応し、

総合的に見て妥当な水準とす

る必要がある。 

学納金は経費内容を基に適

正に算定したものとなってお

り、また、同業種の専門学校に

比較しても平均的な数値であ

り、妥当なものとなっている。 

特になし ・学則 

・学生募集要項 

7-27-2 入学辞退者に対

し、授業料等について、

適正な取扱いを行って

いるか 

入学辞退者に対する授業料等

の返還については、平成 18 年

の文部科学省通知の趣旨に沿

って、処理されることが必要で

ある。 

入学辞退者に対する授業料

等の返還については、学生募集

要項に明記し、適正に取り扱わ

れている。 

特になし ・学生募集要項 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学納金は妥当なものとなっている。入学辞退者に対する授業料の返還は適

正に取り扱われている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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基準８ 財務 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務基盤は安定したものとなっている。 

・主要な財務数値に関する財務分析を行い把握している。 

・年度予算は教育目標に照らして有効かつ妥当なものとなっている。 

 また、予算は年度事業計画、経理規程に従って適正に執行されている。 

・財務について会計監査は適切に行われている。 

・財務情報は法人のホームページ等で法人全体の情報が公開されている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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8-28 （1/1） 

8-28 財務基盤 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-28-1 学校及び法人運

営の中長期的な財務基

盤は安定しているか 

学校運営上、財務基盤の安定

は重要なものと考えている。 

学園全体の財務基盤は安定

したものとなっているが、学生

数の減少により授業料収入が

減少していることは、学校の運

営に今後支障を来すこととな

る。 

 学生数の確保に向けた取り

組みはもちろんだが、収入に見

合った費用の見直しの検討を

行う必要がある。 

・各年度予算書 

・決算書 

8-28-2 学校及び法人運

営にかかる主要な財務

数値に関する財務分析

を行っているか 

主要な財務数値の動静を常に

把握しておく必要がある。 

毎年度の予算書・決算書等に

より財務の分析を行い把握し

ている。 

特になし ・各年度予算書 

・決算書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 主要な財務数値に関する財務分析を行い把握している。学園全体の財務基

盤は安定したものとなっているが、学校単体の収支の見直しが必要になる。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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8-29 （1/1） 

8-29 予算・収支計画 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-29-1 教育目標との整

合性を図り、単年度予

算、中期計画を策定し

ているか 

毎年度、適正な予算・収支計

画を作成することとしている。 

年度予算は、教育目標に照ら

して有効かつ妥当なものとな

っている。適切な予算配分とな

っており、不要な投資等はな

い。 

特になし ・予算書 

・決算書 

 

8-29-2 予算及び計画に

基づき、適正に執行管

理を行っているか 

予算は計画及び経理規程に従

って適正に執行されなければ

ならない。 

予算は年度事業計画、経理規

程に従って適正に執行されて

いる。決算書、伝票、出納帳に

より予算執行状況は把握して

いる。 

特になし ・決裁書 

・伝票 

・出納帳 

・経理規程 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 年度予算は、教育目標に照らして有効かつ妥当なものとなっている。また、

予算は年度事業計画、経理規程に従って適正に執行されている。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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8-30 （1/1） 

8-30 監査 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-30-1 私立学校法及び

寄附行為に基づき、適

切に監査を実施してい

るか 

監事監査、公認会計士監査は

適切に機能しなければならな

い。 

私立学校法、私立学校振興助

成法等に基づき、監事監査、公

認会計士監査が適切に行われ

ている。 

特になし ・監事の監査報告 

・公認会計士の監査報告 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 監事監査、公認会計士監査が適切に行われている。 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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8-31 （1/1） 

8-31 財務情報の公開 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-31-1 私立学校法に基

づく財務情報公開体制

を整備し、適切に運用

しているか 

財務情報の公開が重要である

と認識している。 

財政情報はホームページ等

で法人全体の情報が公開され

ている。 

特になし ・ホームページ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 財務情報はホームページ等で法人全体の情報が公開されている。  

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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基準９ 法令等の遵守 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令等は、適切に遵守している。 

・法令、設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っている。 

・個人情報保護方針を制定し、対策をとっている。 

・マイナンバーは適切に取得・管理している。 

・自己点検、自己評価を定期的に実施し、報告書を取りまとめ、ホームペー

ジに公表している。学校関係者評価は、2019 年度から実施し、報告書をと

りまとめ報告している。 

・教育情報は学校案内、ホームページ等により広く社会に公開している。 

 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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9-32 （1/1） 

9-32 関係法令、設置基準等の遵守 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-32-1 法令や専修学校

設置基準等を遵守し、

適正な学校運営を行っ

ているか 

法令や設置基準等を遵守する

こととしている。 

法令等を遵守した教育課程

や教育施設を備え、学校運営に

必要な規則等を整備して適正

な学校運営を行っている。 

教職員に対しては、職員会議

等において、また学生に対して

は HR、学内掲示等において周

知徹底を図っている。 

特になし ・規程集 

・教育課程 

・シラバス 

・固定資産台帳 

・職員会議議事録 

・学内掲示物 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 法令や専修学校設置基準を遵守し、適正な学校運営を行っている。 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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9-33 （1/1） 

9-33 個人情報保護 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-33-1 学校が保有する

個人情報保護に関する

対策を実施しているか 

学校は、志願者、学生、卒業

生及び教職員等について保有

する個人情報を個人情報保護

法等に則って適切に処理する

こととしている、 

個人情報保護方針を制定す

るとともに、①個人情報に関す

る書類は鍵のかかる書棚に保

管し、②不要な書類はシュレッ

ダーにかけ、③情報機器に関し

てはセキュリティソフト・ウイ

ルス対策ソフトを導入するな

ど、その管理に万全を期してい

る。 

教職員・学生に対して、各種

の機会を捉えて個人情報保護

の啓発及び周知徹底を図って

いる。 

マイナンバー制度の実施に

伴い、マイナンバーの取得・管

理について取扱要領を定め適

切に取り扱っている。 

特になし ・個人情報保護方針 

・個人情報保護法 

・職員会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 個人情報保護方針を制定し対策を執っている。また、教職員・学生に対し

て個人情報保護の啓発活動を行っている。マイナンバーは適切に取得・管理

している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 

 



51 

 

9-34 （1/1） 

9-34 学校評価 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-34-1 自己評価の実施

体制を整備し、評価を

行っているか 

自己点検・自己評価を定期的

に実施し、諸活動の改革、改善

を行う必要があると認識して

いる。 

自己評価の実施体制を整備

し、自己点検・自己評価を定期

的に実施している。 

特になし ・自己点検・自己評価規則 

・自己評価報告書 

9-34-2 自己評価結果を

公表しているか 

自己評価結果を取りまとめ、

社会に公表する必要がある。 

自己評価結果を報告書に取

りまとめ、ホームページで公表

している。 

特になし ・自己評価報告書 

9-34-3 学校関係者評価

の実施体制を整備し、

評価を行っているか 

関係業界との連携により、学

校関係者評価を実施し、その結

果に基づく学校改善に取組む

必要がある。 

2019 年度より学校関係者評

価を実施している。 

特になし ・学校評価実施規程 

9-34-4 学校関係者評価

結果を公表しているか 

評価結果を取りまとめ、社会

に公表する必要がある。 

学校関係者評価の評価結果

については、評価報告書として

ホームページに公表している。 

特になし ・学校関係者評価報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 自己点検・自己評価を定期的に実施している。評価結果を報告書に取りま

とめ、ホームページに公表している。学校関係者評価は、2019 年度より実施

している。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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9-35 （1/1） 

9-35 教育情報の公開 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-35-1 教育情報に関す

る情報公開を積極的に

行っているか 

学校の概要、教育内容、教職

員等の教育情報を、学生、保護

者、関係業界等に対し広く公開

することが重要である。 

学校の教育情報を学校案内、

ホームページ等により公開し

ている。 

特になし ・学校案内 

・ホームページ 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 教育情報は学校案内、ホームページ等により公開している。 特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を実施している。留

学生の積極的な受け入れは考えていない。学生ボランティア活動は奨励・支

援し、その活動状況も把握している。 

 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 浅井 昇 
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10-36 （1/1） 

10-36 社会貢献・地域貢献 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-36-1 学校の教育資

源を活用した社会貢

献・地域貢献を行って

いるか 

社会人を対象とした生涯学習

事業の有用性は認識している。

また、学校及び学生のために、

地域との良い信頼関係を醸成

する必要がある。 

地域活動として子育て応援

新聞を発行するなど、地域と連

携し協力しながら具体的な支

援への理解を進めている。ま

た、江戸川区主催の子育てフェ

スタにブース参加を予定して

いる。 

特になし ・子育て応援新聞 

10-36-2 国際交流に取

組んでいるか  

国家資格取得を目的とする本

校の特質上、留学生の積極的受

入れは考えていない。 

留学生は在籍していない。 特になし 特になし 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

地域との連携・交流は図っている。 

留学生は在籍していない。 

引き続き学校の教育資源や施設を活用した地域交流を学生に働きかけ、で

きることから手掛けていきたい。 

特になし 

 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 
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10-37 （1/1） 

10-37 ボランティア活動 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-37-1 学生のボラン

ティア活動を奨励し、

具体的な活動支援を行

っているか 

 

 

 

 

 

 

学生にボランティア活動の意

義を伝え、奨励・支援すること

としている。 

幼児教育科の学生が、障害者

施設、幼稚園、保育所でボラン

ティア活動を行っている。ま

た、ボランティア担当の専任教

員を配置している。 

いまだ、施設からのボランテ

ィア依頼中止等の連絡が入っ

たりすることなどから、積極的

な支援は控えている。 

・ボランティア活動の案内 

・ボランティア活動状況簿 

・同報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生のボランティア活動は奨励・支援しており、その活動状況も把握して

いる。いまだ、施設からのボランティア依頼中止等の連絡が入ったりするこ

とから積極的な取り組みはしていない。 

特になし 

 
最終更新日付 2025 年 10 月 1 日 記載責任者 船田 鈴子 

 


